
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

戦車第二師団 特設第八機関砲隊略歴 

（花田司氏所属） 

昭和 19（1944）年 10 月 18 日 

 小倉において編成完結 

同月 20 日 

 門司港出帆 

同年 11 月 10 日 

 フィリピン・ルソン島マニラ上陸 

 編成改正により新たに要員の補充をもって 

 特設第八機関砲隊編成完結 

 爾後、マニラ高射砲隊司令官の指揮に入り 

 カロカン飛行場において防空戦闘の任に当

たる 

 

昭和 20（1945）年１月５日 

 第四航空群司令官の指揮に入り北部ルソン島 

 ソラノに転進、途中ガバナツアン南方パパヤ

で米軍の爆撃を受け火砲は悉く破壊される 

同月下旬 

 パヨンポンに到着し４月上旬まで同地付近の 

 警備の任に当たる 

同年４月上旬 

 新たに機関銃の交付を受け戦車第二師団長の 

 指揮に入りヌエヴァ・ヴィスカヤ州イムガン 

 北側高地に陣地を占領して米軍と交戦した。 

被爆八十年ギャラリー 

花田司氏死亡告知に係る遺族宛て連絡文書 

福岡県民生部世話課長事務連絡 


